
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 福井県における大気中揮発性有機化合物の挙動について 

発表学会名 「日本海地域の自然と環境」第 3回研究発表会 
発表者名 高橋伸行 

開催場所 福井市 福井大学 

発表日時 平成２３年１２月１０日 

発表内容 揮発性有機化合物９物質（環境基準設定 4物質および指針値設定５物質）
について、大気中濃度の推移および風向風速、排出量（PRTR届出値）と
の関係について解析した。 
平成 10年度から 22年度までの大気中濃度の年平均値は５地点（局）と

も全ての物質について環境基準または指針値を満足していた。 
そこで、他の地点より比較的濃度の高かった自排丹南局のベンゼン、ジ

クロロメタン、トリクロロエチレン、1,3-ブタジエンおよび塩化ビニルモ
ノマー、三国局のクロロホルムについて、平成 19年度から 22年度のデー
タを用いて解析した。 
自排丹南局は、幹線道路沿いにあり、また、周辺に発生源となる事業所

が立地しているため、自動車排ガスや有機溶剤などの発生源の影響を受け

ていたと考えられる。 
自排丹南局におけるベンゼン、ジクロロメタン、トリクロロエチレン、

1,3-ブタジエンおよび塩化ビニルモノマーの各濃度は、風速の小さい時に
高くなる傾向が見られた。これは、各物質が拡散希釈されなかったことに

より濃度が高くなったと考えられる。 
一方、三国局におけるクロロホルム濃度は、風向により大きく変動して

いた。その要因として近くに発生源となる事業所があることから、この影

響を受けていたと考えられる。 
 
 
 

 


